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「ユイさん、あなたにもう一つ手伝って頂きたい事

があります」 

 

 スミにそう言われて、連れて行かれた場所は廊下

だった。 

 

「あなたにはこの中に入って頂きます」 

「？ここに入れば良いんですか？」 

 

 見た目はただの箱だった。縦長の箱で、掃除用具

入れか、縦長のロッカーを改造したものに見えた。

箱の中に入ると、なぜか箱の中に拘束具があり、俺

は手錠や足かせに繋がれた。 

 

 カチャリ。カチャカチャッ 

 

「えっ、あの……スミさん、これなんですか？」 
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「痛くはありませんか？」 

「えっ、はい。大丈夫です」 

「それはよかった。これからあなたには、このボッ

クスの中でひたすらこれから起こるエッチなことに

耐えていただきます。まあ、ようは肉便器になって

頂きます」 

「はぁ！？ちょっ、ちょっと待って下さい！」 

 

（肉便器って何！？） 

 

 カチャカチャ。ジー…ゴソゴソ。 

 

 俺のズボンとパンツをスミに脱がされる。足元ま

でズボンがパサッと落ちていく。俺は自分のむき出

しの萎えたチンポを見て、「ヒッ」と声をあげた。俺

が慌てると、手元の手錠がガチャガチャと音を鳴ら

した。 


